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‡:MA議慇闇V書の試み

金
融
・資
本
市
場
０
リ
ス
ク
度
を
測
る

２２
カ
国
を
対
象
に
指
数
化

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融

ｏ
資
本
市
場
は
、
投
資
家
の
リ
ス
ク
許
容
度
が
上
昇
す
る

「リ
ス
ク
オ
ン
」
局
面
と
、
反
対
に
リ

ス
ク
回
避
傾
向
が
強
ま
る

「リ
ス
ク
オ
フ
」
の
局
面
の
間
で
大
き
く
揺
れ
動
い
て
き
た
。
筆
者
は
国
際
通
貨
研
究
所

（―
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
と
共
同
で
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
要
因
を
指
数
化
し
て
計
測
す
る
手
法
を
考
案
し
、
〓
玉
＞
‐０
〓
≦

（Ω
ｏ
σ
ユ

〓
ω
升
鮮

＜
０
一鮮
一一一ぞ

ヨ
Ｑ
①
こ

と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
算
出
方
法
と
読
み
方
を
解
説
す
る
。

リ

ス
ク
オ
ン
と

リ

ス
ク
オ

フ

金
融

・
投
資
活
動
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
だ
今
日
、
相
場

（資
産
価
格
）
変
動

リ
ス
ク
の
上
昇
、
ま
た
は
投
資
家
の
リ
ス

ク
許
容
度
の
低
下
、
あ
る
い
は
そ
の
双
方

が
同
時
に
生
じ
る
状
況
は
、
「
リ
ス
ク
オ

フ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
リ
ス
ク
オ
フ
の

局
面
で
は
、
国
際
的
な
信
用
の
縮
小

（金

融
デ
レ
バ
レ
ッ
ジ
）
、
新
興
国
か
ら
の
マ

ネ
ー
流
出
、
各
種
の
リ
ス
ク
性
資
産
価
格

の
下
落
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
度
合
い
が
著

し
い
場
合
に
は
、
金
融

・
通
貨
危
機
に
至

り
、
実
体
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
き
た
。
人
間
に
例
え
る
な
ら
ば
、
心

身
の
ス
ト
レ
ス
度
が
強
ま
り
、
脈
拍
数
や

血
圧
が
上
昇
す
る
状
態
だ
。

反
対
に

「リ
ス
ク
オ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

状
況
で
は
、
国
際
的
な
信
用
の
拡
大

（金

融
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
拡
大
）
、
新
興
国

へ
の

マ
ネ
ー
流
入
、
リ
ス
ク
性
資
産
価
格
の
上

昇
が
生
じ
て
、
投
資
家
の
間
に
は
楽
観
的

な
セ
ン
チ
メ
ン
ト
が
広
ま
り
、
リ
ス
ク
の

過
小
評
価
、
ひ
い
て
は
資
産
バ
ブ
ル
が
起

ン」
アつ
。
こ
の
よ
う
な
グ

ロ
ー
バ
ル
な
金
融

ｏ
資

本
市
場
の
リ
ス
ク
オ
ン
、
リ
ス
ク
オ
フ
の

程
度
が

一
日
で
分
か
る
指
標
を
作
れ
な
い

だ

ろ

う

か
。

そ

の
目

的

で
筆

者

と

Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ａ
が
共
同
で
考
案
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
　
ジ
　
（Ｆ
計計や
ヽ
〓
〓
〓
・〓
ヨ
Ｐ
ｏ
『
・」「
＼

お
∽８
『多
＼づ
窮
＼いい
Ｑ
熙
・〓
ヨ
じ

で
公
表

し
て
い
る
の
が
、
目
〓
＞
‥〇
〓
く
円で
あ
る
。

こ
の
指
数
は
、
世
界
の
主
要
国
の
株
式

市
場
、
債
券
市
場
、外
国
為
替
市
場
の
日
々

の
相
場
の
動
き

（日
次
変
化
率
）
に
基
づ

い
て
世
界
の
金
融

・
資
本
市
場
の
相
場
変

動
率
の
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル

・
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ

ィ
ー

（後
述
）
を
算
出

・
合
成
し
た
も
の

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

た
け
な
か
ｏ
ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
卒
、東
京
三
菱
銀
行
（現
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）為
替
資
金
部
次
長
、
調

査
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
員
事

務
所
長
な
ど
を
経
て
、
０７
年
１
月
国

際
通
貨
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
ｏ
０９
年
４
月
か
ら
現
職
。
１２
年
京
都

大
学
博
士
（経
済
学
）。著
作
に
「稼
ぐ

経
済
学
穴
光
文
社
）
、
「な
ぜ
人
は
市

場
に
踊
ら
さ
れ
る
の
か
？
穴
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
）
な
ど
。

で
あ
り
、
①
短
期

ｏ
中
期
の
相
場
動
向
の

解
析
②
投
資
リ
ス
ク
の
判
断
材
料
③
市
場

の
平
時
か
ら
危
機

へ
の
移
行
判
断
―
に
役

立

つ
客
観
的
な
指
標
と
し
て
資
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る

（図
１
、
５
否
）
。
以
下
、

そ
の
算
出
方
法
と
読
み
方
を
ご
説
明
し
よ

＞い「／。世
界
市
場
を
指
数
化

株
式
、
債
券
、
為
替
相
場
な
ど
の
金
融

資
産
価
格
は
、
長
期
的
に
は
そ
の
資
産
が

将
来
に
わ
た
っ
て
も
た
ら
す
期
待
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
現
在
価
値
総
額
で
決
定
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
短
期

・
中
期
的

に
は
資
産
価
格
変
動
の
リ
ス
ク
と
投
資
家
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の
リ
ス
ク
許
容
度
の
相
対
的
な
関
係

（以

下

「
リ
ス
ク
要
因
し

に
依
存
し
て
大
き

く
上
下
動
す
る
。
具
体
的
に
は
、
リ
ス
ク

要
因
は
相
場
の
変
動
性
が
高
ま
る
と
上
昇

し

（正
の
相
関
）
、
投
資
家
の
リ
ス
ク
許

容
度
が
高
ま
る
と
下
落
す
る
（負
の
相
関
）
。

世
界
の
投
資
家
の
リ
ス
ク
許
容
度
の
変

化
を
直
接
計
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

シャ危機判
―
―
■
―
―
―
―
一

市
場
リ
ス
ク
は
資
産
価
格
の
変
動
性
で
計

測
で
き
る
。
ま
た
、
資
産
価
格
の
変
動
性

と
投
資
家
の
リ
ス
ク
許
容
度
の
関
係
は
相

互
依
存
的
で
あ
り
、
投
資
家
の
リ
ス
ク
許

容
度
の
低
下
が
相
場
の
急
落
と
い
う
形
で

資
産
価
格
の
変
動
性
を
高
め
る
ケ
ー
ス
も
、

ま
た
そ
の
逆
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
投
資

家
の
リ
ス
ク
許
容
度
と
市
場
リ
ス
ク
の
間

に
は
強
い
相
関

関
係
が
成
り
立

っ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
、
そ
の

限
り
で
は
直
接

的
に
計
測
で
き

る
市
場
価
格
の

変
動
性
は
、
リ

ス
ク
要
因
の
変

動
を
判
断
す
る

基
礎
デ
ー
タ
に

な
り
得
る
だ
ろ

いゝ可／。現
在
、
ン」
う

し
た
リ
ス
ク
要

因
を
表
す
指
標

（
以
下

「
リ

ス

ク
指
数
し

と

し
て
、
世
界
的

に
広
く
使
用
さ

れ
て
い
る
の
は

Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
の

シ

カ

ゴ

・
オ

プ

シ

ョ

ン

取

引

所

（Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
が
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
株
価
指

数
の
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
引
価
格
デ
ー
タ
を

用
い
て
作
成
し
た
も
の
で
、
期
間
１
カ
月

物
の
オ
プ
シ
ョ
ン
料
の
イ
ン
プ
ラ
イ
ド

・

ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

（オ
プ
シ
ョ
ン
料
か

ら
逆
算
さ
れ
る
相
場
の
変
動
性
）
で
あ
る
。

Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
も
、
株
価
の
変
動
性
が
上
昇

し
た
時
、
ま
た
は
投
資
家
の
リ
ス
ク
許
容

度
が
低
下
し
た
時
、
あ
る
い
は
そ
の
双
方

が
同
時
に
生
じ
た
時
に
は
上
昇
し
、
逆
の

場
合
に
は
下
落
す
る
。
こ
れ
は
株
式
市
場

の
リ
ス
ク
度
と
投
資
家
の
リ
ス
ク
許
容
度

の
相
互
依
存
的
な
関
係
に
規
定
さ
れ
た
動

き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
米
連
邦
準
備
制
度

理
事
会

（Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
が
日
次
で
公
表
し
て
い
る
社

債
プ
レ
ミ
ア
ム

（Ａ

ａ
ａ
と
Ｂ

ａ
ａ
格
付

け
の
社
債
利
回
り
の
格
差
で
示
さ
れ
る
リ

ス
ク
ス
プ
レ
ツ
ド
）
も
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
と
高

い
相
関
関
係
が
あ
り
、
同
様
に
リ
ス
ク
指

標
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
も
社
債
リ
ス
ク

ス
プ
レ
ツ
ド
も
、
米
国
の
株
式
市
場
や
債

券
市
場
に
対
象
が
限
定
さ
れ
た
指
標
に
す

ぎ
な
い
。
従

っ
て
、
日
本
や
ユ
ー
ロ
圏
、

さ
ら
に
次
第
に
存
在
感
が
増
す
新
興
国
ま

で
含
め
た
世
界
の
金
融
資
本
市
場
の
リ
ス

〈図1)HMA―GMVi(為替、債券、株式)
(14年 2月 13日 現在)
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(出所)|IMA―GMVI公表データを基に筆者作成

〈図2〉‖MA―GMVI(先進国と新興国)
ク
指
標
と
し
て
は

一
定
の
限
界
が
あ
る
。

先
進
国
か
ら
新
興
国
ま
で
主
要
国
の
株
式
、

債
券
、
外
為
市
場
を
包
含
す
る
リ
ス
ク
度

を
指
数
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。そ
こ
で
筆
者
ら
は
、
先
進
国
、
新
興
国

の
双
方
を
含
む
主
要
諸
国
を
対
象
に
、
株

価
、
債
券
価
格
、
為
替
相
場
の
日
々
の
価

格
変
動
の
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル

・
ボ
ラ
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー

（直
近
の
過
去
の
相
場
変
動
性
）

に
基
づ

い
た
総
合
指
数
と
し

て
目
〓
ケ

‐４
年

１
月

‐３
年

１
月

‐２
年

１
月

１１
年

１
月

１０
年

１
月

０９
年

１
月

０８
年

１
月

０７
年

１
月

０６
年

１
月

０５
年

１
月

０４
年

１
月

ユーロ危機

(04年～14年 )

一
|IMA― GM∨ |(先進国)

Ⅲ….……… |IMA― GM∨ |(新興国)

(出所)llMA―GM∨ 1公表データを基に筆者作成
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〇
〓
≦
を
考
案
し
た
。

算
出
方
法

目
〓
ケ
〇
〓
≦

の
作
成
に
当
た
っ
て
、

対
象
と
し
て
は
主
要
株
価
指
数
、
１０
年
国

債
価
格
、
対
米
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
、
そ
し

て
加
重
平
均
の
ウ
エ
ー
ト
と
し
て
世
界
各

国
の
ド
ル
建
て
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国
内
総
生

産
）
と
い
う
入
手
が
比
較
的
容
易
か
つ
客

観
的
な
市
場
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。

ま
ず
、
国
際
通
貨
基
金

（Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が

公
表
し
て
い
る
世
界
経
済
見
通
し
よ
り
、

２
０
１
２
年
の
米
ド
ル
建
て
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

〈図3)HMA‐GMViと MSCI(ド ル建て)前年比
(05年 1月～13年 12月 )

縦軸:MSCl(前年比)
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〈図→ViX指数とMSCI(ド ル建て)前年比
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(出所)データストリームを基に筆者作成

去
２０
営
業
日
間

の
日
次
変
化
率

の
ヒ

ス
ト
リ
カ
ル

・
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

（Ｈ
Ｖ
）
を
算
出
す
る
。
Ｈ
Ｖ
と

い

う

の
は
相
場
変
動
の
前
日
比
デ
ー
タ

（引
値

ベ
ー
ス
）
か
ら
標
準
偏
差
を

計
算
し
、
そ
れ
を
年
率
換
算
し
た
も

の
で
あ
る
。

為
替
相
場
に
つ
い
て
は
以
下
を
対

象
と
し
た
。
中
国
人
民
元
、
日
本
円
、

ユ
ー

ロ
、
英
ポ

ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
レ

ア
ル
、

ロ
シ
ア
ル
ー
ブ

ル
、
カ
ナ
ダ

ド
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
、
イ

ン
ド
ル
ピ
ー
、
メ
キ
シ
ョ
ペ
ソ
、
韓

国
ウ
オ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
ル
ピ
ア
、

ト
ル
コ
リ
ラ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
ズ

ロ
チ
、

南
ア
フ
リ
カ
ラ
ン
ド
、
タ
イ
バ
ー
ツ
、

レ
ー
シ
ア
リ
ン
ギ

ッ
ト
、
チ
リ
ペ
ソ
。

さ
ら
に
対
象
国
の
各
営
業
日
に
お
け
る

Ｈ
Ｖ
を
、
対
象
国

の
米
ド

ル
建

て
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
加
重
平
均
し
、
各
市
場

（株
式
、

債
券
、
外
国
為
替
）
に
お
け
る
グ

ロ
ー
バ

ル
な
Ｈ
Ｖ
を
そ
れ
ぞ
れ
算
出
す
る
。
最
後

に
、
各
市
場
の
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｈ
Ｖ
に
つ
い

て
、
各
営
業
日
の
Ｈ
Ｖ
を
観
測
対
象
期
間

に
お
け
る
Ｈ
Ｖ
の
平
均
値
で
除
算
し
、
各

市
場
の
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｈ
Ｖ
の
水
準
の
差
を

調
整
す
る

（対
象
期
間
に
お
い
て
Ｈ
Ｖ
が

平
均
値
に
あ
る
場
合
、
指
数
は
ｌ

ｏ
Ｏ
と

な

る
）
。

こ
う

し

て
算
出
し
た
３
種

の

％

％

％

％

％

０

０

０

０

０

】２

４

・６

】８

「Ｈ
Ｖ
／

Ｈ
Ｖ
平
均
値
」
を
合
計
し
た
も

の
が
目
〓
ケ
〇
〓
≦
で
あ
る

（観
測
期
間

の
同
指
数
の
平
均
値
は
３

ｏ
Ｏ
に
な
る
）。

さ
ら
に
、
目
〓
ケ
〇
〓
≦
を
先
進
国
グ

ル
ー
プ
と
途
上
国
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
表

示
し
た
の
が
、
図
２

（５
否
）
で
あ
る
。

利
用
例
と
含
意

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
目
〓
ケ
〇
〓
≦

の
利
用
目
的
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融

・

資
本
市
場
を
対
象
に
、
①
短
期

・
中
期
の

相
場
動
向
の
解
析
②
投
資
リ
ス
ク
の
判
断

材
料
③
市
場
の
平
時
か
ら
危
機

へ
の
移
行

判
断
―
に
役
立
つ
客
観
的
な
指
標
の
提
供

y=-0.1171x+0.4234
R2=0.5096
R=日 0.7138

2468

(05年 1月～13年 12月 )

y=-0.0138x+O.3536
R2=0.4777
R=-0.6911
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で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
金
融
ｏ資
産
価
格

（為

替
相
場
を
含
む
）
の
変
動
分
析
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。　
一
般
に
相
場

の
期
待
変
動
率
で
示
さ
れ
る
リ
ス
ク
度
が

上
昇
す
る
と
投
資
家
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
リ
ス
ク
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
株

式
を
中
心
に
リ
ス
ク
性
資
産
の
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
に
占
め
る
比
率
を
下
げ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
リ
ス
ク
性
資
産
価
格
は
下
落

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
逆
に
投
資
家
の

リ
ス
ク
許
容
度
が
何
ら
か
の
事
情

（別
の

市
場
で
の
大
き
な
損
失
の
発
生
な
ど
）
で

下
が
る
場
合
に
も
、
投
資
家
は
株
式
な
ど

リ
ス
ク
性
資
産
の
保
有
比
率
を
落
と
す
の

で
、
結
果
と
し
て
相
場
は
下
落

・
不
安
定

化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

金
融

・
投
資
活
動
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の

深
化
に
よ
り
、
近
年
の
各
国
の
株
式
市
場

の
動
向
は
、
国
際
的
な
信
用
膨
張

ｏ
収
縮
、

国
境
を
越
え
た
投
資
資
金
の
移
動
、
為
替

相
場
の
変
化
な
ど
の
諸
要
因
と
の
関
係
性

が
強
ま
っ
て
い
る
。　
一

ｏ
　
　
　
例
と
し
て
世
界
主
要
国

８５

　

　

（先
進
国
か
ら
途
上
国

ま
で
４５
カ
国
）
の
株
価

指
数
の
加
重
平
均
で
構

成
さ
れ
る
指
数
で
あ
る

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
（ド
ル
建
て
）

の
変
化
（前
年
同
月
比
）

と
目
〓
＞
‐の
〓
く
日
の

関

係
性
を
散
布
図
に
示
し

た

の
が
図
３

（６
否
）

で
あ
る
。
参
考
の
た
め
、

Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
に
つ
い
て

も
同
様
の
関
係
性
を
示

し
た

（図
４
、
６
否
）
。

関
係
性
は
双
方
と
も

有
　
立思
　
で
、
日
〓
＞
‥

の
〓
≦
と
の
相
関
係
数

は
０

。
７‐

（図
表
上
の
Ｒ
）
、
説
明
度

を
示
す
決
定
係
数
は
Ｏ

ｏ
５‐
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ

指
数
の
場
合
は
相
関
係
数
Ｏ

ｏ
６９
、
決

定

係

数
０

・
４８

と

な

り
、
目
〓
ケ

〇
〓
く
日
の
方
が
や
や
高
い
関
係
性
が
見

ら
れ
る
。

‐３
年
以
降

の
最
近

の
状
況
に

つ
い
て

目
〓
ケ
〇
〓
≦
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を

ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
１３
年
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
新
興
国
の
為
替

相
場
が
大
き
く
下
落
す
る
と
同
時
に
米
国

や
日
本
を
含
め
た
世
界
の
株
価
が
急
落
す

る
展
開
が
あ

っ
た
。
こ
の
局
面
の
目
〓
を 局 が 頁  心崎〉HMA―GMVI(先進国と新興国)

〈図5)‖MA‐GMViの3構成要素の推移とMSCI

13年3月  13年 4月  13年 5月  13年 6月  13年 7月

(出所)‖MA―GM∨l公表デ=夕、データストリームを基に筆者作成

15

〇
〓
く
日
の
三
つ
の
構
成
要
素
の
動
き
を
示

し
た
の
が
図
５
で
あ
る
。

一
般
に
こ
の
局
面
の
波
乱
相
場
は
、
バ

ー
ナ
ン
キ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長

（当
時
）
が
５
月

２２
日
、
量
的
緩
和
の
段
階
的
な
縮
小
を
示

唆
し
た
発
言
を
契
機
に
生
じ
た
と
い
う
市

況
解
説
が
流
布
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
の
発

言
後
、
直
ち
に
相
場
が
変
化
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
発
言
後
、
株
価
は
じ
わ
じ
わ
下

落
し
て
い
た
が
、
６
月
１９
日
か
ら
２４
日
に

13年 3月   13年 4月  13年 5月  13年 6月   13年 7月
(出所)|IMA―GMVI公表データ、データストリームを基に筆者作成

(13年 3月～7月 )

(13年3月～7月 )

― llMA―GMVI(先進国)
…… ‖MA―GMVI(新興国)

一― ∨IX指数 (右目盛り)

10
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五
十
肩

一肩
が
痛
く
て
昨
夜
は
あ
ま
り
よ
く
眠
れ

な
か
っ
た
。
五
十
肩
が
再
発
し
た
の
で
は

な
い
か
と
の
不
安
が
よ
ぎ
る
。

１０
年
ほ
ど
前
に
本
格
的
な
五
十
肩
を
や

っ
た
が
、
思
い
出
し
た
く
も
な
い
ほ
ど
の

痛
み
に
苛
ま
れ
た
日
々
だ
つ
た
。
痛
み
は

左
肩
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が
薄
れ
始
め
た

頃
、
今
度
は
右
肩
に
移
動
し
た
。
完
全
に

治
る
ま
で
２
年
以
上
か
か
っ
た
。
日
中
、

机
に
向
か
っ
て
い
る
時
は
さ
ほ
ど
痛
み
は

感
じ
な
い
の
だ
が
、
う

っ
か
り
机
か
ら
落

ち
そ
う
な
物
を
止
め
よ
う
と
し
た
り
、
電

車
の
揺
れ
で
急
に
吊
り
革
を
つ
か
も
う
と

し
た
り
と
い
っ
た
咄
嵯
の
動
き
が
い
け
な

い
。
激
痛
に
顔
を
し
か
め
る
こ
と
に
な
る
。

夜
も
つ
ら
い
。
眠
り
に
入
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
２
～

３
時
間
も
た

つ
と
問
題

が
起
き
る
。
鈍
痛
と
い
う
よ
う
な
生
易
し

い
も
の
で
は
な
い
痛
み
で
目
が
覚
め
て
し

ま
う
の
だ
。
そ
れ
以
上
寝
る
こ
と
も
で
き

ず
、
風
呂
に
入
っ
て
温
め
る
と
い
う
夜
を

ど
れ
だ
け
過
ご
し
た
こ
と
か
、
あ
の
２
年

ほ
ど
の
間
は
、
何
事
に
も
全
力
集
中
で
き

な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
と
思
う
。

ス
イ
ス
の
友
人
に
こ
の
話
を
し
た
と
こ

ろ
、
欧
州
で
は
そ
の
よ
う
な
病
気
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
五
十
肩
、
英
語

で
は
や
日
①
５
，
ｏ
ｃ
】Ｑ
Ｑ
。
こ
れ
を
検
索

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
欧
米
で
も
全
く
な
い

わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
４０
～
６０
歳
ぐ
ら

い
の
年
代
の
人
の
２
％
程
度
が
か
か
り
、

特
に
女
性
が
多
い
と
記
さ
れ
て
い
た
。

日
本
語
の

「五
十
肩
」
で
検
索
し
て
い

く
と
、
日
本
の
同
年
代
の
人
が
か
か
る
割

合
も
２
％
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
記
述
が
見
つ

か
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
過
小
だ
と
思

う
。
欧
米
の
文
献
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま

使

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
の
周
り

を
見
渡
し
た
だ
け
で
も
両
親
や
妻
が
な
っ

て
い
る
し
、
同
年
輩
の
友
人
で
も
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
人
の
方
が
少
な
い
く
ら
い

だ
。
や
は
リ
ス
イ
ス
の
友
人
が
言
う
よ
う

に
、
日
本
人

（他
の
東
洋
人
に
つ
い
て
は

分
か
ら
な
い
が
）
に
多
い
病
気
と
見
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
の
病
気
は
知

ら
れ
て
い
る
の
か
。
武
士
が
五
十
肩
の
激

痛
で
戦
闘
に
敗
れ
た
と
い
う
話
は
つ
い
ぞ

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
寿
命
が
今
よ
り
ず

っ
と
短
か
っ
た
昔
に
は
な
か
っ
た
の
で
は

小
太
郎

な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
調
べ
て
み
る

と
、
実
は
江
戸
時
代
に
も
五
十
肩
は
ま
れ

に
あ
っ
た
ら
し
い
。
江
戸
時
代
の
平
均
寿

命
は
４０
歳
に
も
満
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
時
と
し
て
は
高
齢
と
見
な
さ
れ
る
年
ま

で
生
き
た
人
だ
け
が
か
か
る
病
と
し
て
、

「長
寿
病
」
と
も
い
わ
れ
た
と
い
う
。

五
十
肩
が
な
ぜ
発
症
す
る
か
は
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
。
有
効
な
治
療
法
も
確
立

さ
れ
て
い
な
い
。
私
も
理
学
療
法
や
薬
剤

の
注
射
な
ど
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
も
ら
っ
た

が
、
ど
れ
も
効
果
が
な
か
っ
た
。
時
期
が

来
た
か
ら
治
っ
た
と
い
う
の
が
本
当
の
と

こ
ろ
だ
。
も
し
、
す
ぐ
に
完
治
す
る
と
い

う
特
効
薬
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
高
価
で

も
飛
び
つ
い
て
い
た
だ
ろ
う
。
あ
の
痛
み

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
も
の
な
ら
安
い
も
の
だ
。

命
に
か
か
わ
る
病
気
で
は
な
い
の
で
、

新
薬
開
発
対
象
と
し
て
の
優
先
度
は
低
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
五
±
肩
の

痛
み
に
苦
し
む
人
口
は
確
実
に
増
え
て
き

て
い
る
。
高
齢
化
の
進
展
は
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
に
も
大
き
な
需
要
を
発
生
さ
せ
て
き
て

い
る
。

か
け
て
目
〓
ケ
〇
〓
≦

の
構
成

の
う
ち
、

為
替
相
場
と
債
券
価
格
の
変
動
性
が
跳
ね

上

が

り
、

同

時

に

世

界

株

価

指

数

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
が
急
落
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

ワ〈υ
。ま

た
、
日
〓
ン
の
〓
≦
を
先
進
国
と
新

興
国
と
に
分
け
た
指
数
で
は
、
６
月
に
入

っ
て
か
ら
新
興
国
が
上
昇
す
る
形
で
先
進

国
と
の
乖
離
が
広
が
っ
て
い
る

（図
６
、

７
で
）
。
３
要
素
合
計
の
目
〓
＞
あ
〓
く
日
の

水
準
は
こ
の
時
期
、
３

ｏ
５

～

４

・
０

未
満
ま
で
上
昇
し
、
前
述
の
通
り

「小
波

乱
」
の
レ
ン
ジ
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
指
数
の
変
化
は
、
途
上
国
か

ら
の
資
金
流
出
↓
当
該
国
の
債
券
価
格
の

急
落

・
通
貨
相
場
の
急
落

・
株
価
急
落
↓

先
進
国
の
株
式
市
場

へ
の
シ
ョ
ッ
ク
、
と

い
う
事
態
の
展
開
を
裏
付
け
て
い
る
と
言

え
る
。
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
や
米
国
社
債
ス
プ
レ

ッ
ド
な
ど
の
リ
ス
ク
指
数
は
構
成
要
素
が

な
い

一
元
デ
ー
タ
で
あ
る
た
め
、
リ
ス
ク

指
数
の
変
化
の
原
因
を
構
成
要
素
の
変
化

か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。　
一
方

目
〓
＞
‥〇
〓
く
Ｈは
株
式
、
債
券
、
為
替
相
場
、

先
進
国
、
新
興
国
に
よ
る
構
成
要
素
の
変

化
内
訳
を
見
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
市
場

で
起
こ
っ
て
い
る
変
化
と
照
合
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
点
が
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
や

社
債

リ

ス
ク

ス
プ

レ

ツ
ド

に
対
す

る
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送

挙

‐９
世
紀
に
設
立
さ
れ
た
共
和
党
は
、
リ

ン
カ
ー
ン
を
初
代
大
統
領
に
選
出
し
た
。

彼
は
、
南
部
の
奴
隷
解
放
の
た
め
に
、
国

を
三
分
し
て
も
闘
っ
た
。

し
か
し
、
最
近
の
共
和
党
は
、
移
民
に

反
対
し
、
女
性
の
権
利
を
認
め
な
い
な
ど
、

強
硬
派
が
増
え
、
リ
ン
カ
ー
ン
時
代
の
共

和
党
と
振
り
子
が
全
く
逆
の
方
向
に
振
れ

て
い
る
。

今
年
は
中
間
選
挙
の
年
だ
。
与
野
党
と

も
に
、
各
選
挙
区
で
対
立
候
補
を
打
ち
負

か
す
Ｃ
Ｍ
を
制
作
す
る
た
め
、
寄
付
金
集

め
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
南
部
テ
キ
サ
ス
州
。
州
上
院
議

員
の
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・デ
ー
ビ
ス
氏

（４９
）
は
ヽ

民
主
党
の
州
知
事
候
補
だ
が
、
女
性
だ
け

に
風
当
た
り
が
強
い
。
彼
女
は
昨
年
、
女

性
の
人
工
中
絶
を
厳
し
く
制
限
す
る
州
法

案
に
反
対
し
、
Ｈ
時
間
の
議
事
妨
害

（
フ

ィ
リ
バ
ス
タ
ー
）
を
水

一
滴
も
飲
ま
ず
に

遂
行
し
、
全
米
の
注
目
を
集
め
た
。

デ
ー
ビ
ス
氏
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
在
学
中
、
テ
キ
サ
ス
州
か
ら
離

れ
て
母
子
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
当
時
の

苦
労
話
が
今
年
に
入
っ
て
共
和
党
の
猛
烈

な
攻
撃
に
遭
い
、
記
者
会
見
を
開
く
に
至

っ
た
。
共
和
党
が

「
テ
キ
サ
ス
州
に
残
っ

た
夫
の
助
け
も
あ
っ
た
の
に
、
話
を
誇
張

し
て
い
る
」
と
し
た
た
め
、
デ
ー
ビ
ス
氏

は
会
見
を
開
き
、
学
生
時
代
の
話
を
詳
し

く
述
べ
た
。

現
在
は
、
共
和
党
の
対
立
候
補
か
ら
の

さ
ら
な
る
攻
撃
に
対
抗
し
、
民
主
党
が
全

米
で
４８
万

′レ
ド
の
寄
付
金
を
募
る
異
例
の
事

態
と
な
っ
て
い
る
。

与
野
党
の
対
立
だ
け
で
は
な
い
。
共
和

党
内
で
は
、
穏
健
派
の
幹
部
議
員
を
落
選

さ
せ
よ
う
と
、
予
備
選
挙
の
段
階
で
党
内

が
分
裂
し
て
い
る
州
も
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
３０
年
近
く
ケ
ン
タ

ッ
キ
ー
州
で
選
出
さ
れ
て
い
る
ミ
ッ
チ

・

マ
コ
ネ
ル
氏
の
去
就
だ
。
ベ
テ
ラ
ン
で
同

党
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
も
あ
る
マ
コ
ネ
ル

氏
は
、　
一
本
化
が
決
ま
る
５
月
２０
日
の
予

備
選
挙
に
向
け
て
、
身
内
の
候
補
に
追
い

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

マ
コ
ネ
ル
氏
の
議
席
を
狙
う
の
は
、
複

数
の
保
守
強
硬
派
団
体
が
推
薦
す
る
ビ
ジ

不ヽ
ス
マ
ン
の
マ
ッ
ト

・
ベ
ビ
ン
氏
。
マ
コ

ネ
ル
氏
な
ど
、
中
道
に
近
い
共
和
党
議
員

を
全
米
で
引
き
ず
り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い

る
強
硬
派
は
、
「
マ
コ
ネ
ル
氏
（ら
中
道
派
）

が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
悪
く
し
て
い
る
」
と

ま
で
言
う
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
ヨ
不
ル
氏

は

「全
米
で
彼
ら
を
打
ち
の
め
す
」
と
全

面
対
決
の
構
え
だ
。

２
０
０
８
年
大
統
領
選
挙
の
大
統
領
候

補
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
上
院
議
員
も
含
め
、

共
和
党
穏
健
派
が
候
補
に
な
っ
た
た
め
オ

バ
マ
大
統
領
に
再
選
を
許
し
た
、
と
す
る

強
硬
派
は
中
間
選
挙
を
通
し
て
、
穏
健
派

の
芽
を
摘
も
う
と
い
う
狙
い
だ
。

し
か
し
、
強
硬
派
が
リ
ー
ド
し
た
暫
定

予
算
案
不
成
立
に
よ
る
政
府
閉
鎖
な
ど
は
、

米
国
民
の
支
持
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
Ｈ

月
の
中
間
選
挙
で
強
硬
派
が
議
員
数
を
増

や
す
と
、
さ
ら
に
政
府
閉
鎖
な
ど
の
事
態

が
増
え
る
と
の
懸
念
も
大
き
い
。

の
年
、不
穏
な
共

党
右
派

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

津
山
恵
子

目
く
を
〇
〓
≦

の
リ
ス
ク
指
標
と
し
て
の

有
意
性
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
と
の
性
質
の
相
違

に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
は

オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
の
オ
プ
シ
ョ
ン
料
か
ら

逆
算
さ
れ
る

「期
待

（予
想
）
ボ
ラ
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
」
で
あ
る
た
め
、
株
価
が
反
落

し
た
場
合
は
即
日
跳
ね
上
が
り
、
株
価
が

回
復
す
る
と
即
日
低
下
す
る
性
質
が
強
い
。

そ
の
た
め
、
市
況
の
変
化

へ
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
感
応
度
は
高
い
が
、
逆
に
言
う
と

過
敏
す
ぎ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る

「だ
ま
し

信
号
」
を
出
す
頻
度
が
多
く
な
る
。　
一
方
、

日
〓
ケ
〇
〓
≦

は
過
去
２０
営
業
日
の
ヒ
ス

ト
リ
カ
ル

・
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
で
計
算
さ

れ
る
た
め
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
に
比
べ
る
と
変

化
が
ス
ロ
ー
で
あ
る
が
、
相
場
の
変
動
性

が
現
実
に

一
定
期
間
持
続
し
な
い
と
高
騰

し
な
い
の
で
、
「だ
ま
し
信
号
」
の
度
合

い
は
低
い
と
言
え
る
。

な
お
、
新
興
国
の
金
融

ｏ
資
本
市
場
の

動
揺
に
対
す
る
懸
念
は
、
今
年
の
２
月
も

含
め
て
そ
の
後
も
断
続
的
に
話
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
足
元
ま
で
の
目
〓
ケ
〇
〓
≦

を
見
る
限
り
、
そ
の
水
準
は
３

ｏ
Ｏ
を
や

や
下
回

っ
た
水
準
に
あ
り
、
昨
年
６
月
の

よ
う
な
不
安
定
性
は
後
退
し
て
い
る
と
言

えゝ
卜（
＞つ
。
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